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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月29日(2019.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　デッドタイム期間ｂでは、第１の半導体スイッチング素子１がオフ状態となる。その結
果、第１の半導体スイッチング素子１と第２の半導体スイッチング素子２とが共にオフ状
態となる。このときには、電源１０１の正極→リアクトル５→第２のダイオード４→負荷
１０２→電源１０２の負極の経路を電流が流れる。期間ｂでは、リアクトル５の電流は減
少するが、どれだけ電流が減少するかは、リアクトル５のインダクタンス値と、電源１０
１の電圧と、負荷１０２の電圧と、デッドタイム期間ｂの長さとに依存する。リアクトル
５のインダクタンス値が小さければ電流減少量は多くなる。電源１０１と負荷１０２の電
圧差が大きければ電流減少量が多くなる。デッドタイム期間ｂが長ければ電流減少量は多
くなる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　デッドタイム期間ｄでは、第２の半導体スイッチング素子２がオフ状態となる。その結
果、第１の半導体スイッチング素子１と第２の半導体スイッチング素子２とが共にオフ状
態となる。期間ｄでも、デッドタイム期間ｂと同様の電流経路で電流が流れる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　デッドタイム期間ｆでは、第１の半導体スイッチング素子１がオフ状態となる。その結
果、第１の半導体スイッチング素子１と第２の半導体スイッチング素子２とが共にオフ状
態となる。このときには、電源１０１の正極→リアクトル５→第２のダイオード４→負荷
１０２→電源１０２の負極の経路を電流が流れる。このとき、リアクトル５の電流は減少
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する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　デッドタイム期間ｂ′では、第２の半導体スイッチング素子２がオフ状態となる。その
結果、第１の半導体スイッチング素子１と第２の半導体スイッチング素子２とが共にオフ
状態となる。このときには、負荷８０１の負極→第１のダイオード３→リアクトル５→負
荷８０１の正極の経路を電流が流れる。デッドタイム期間ｂ′では、リアクトル５の電流
は減少するが、どれだけ電流が減少するかは、リアクトル５のインダクタンス値と、負荷
８０１の電圧と、デッドタイムの期間とに依存する。リアクトル５のインダクタンス値が
小さければ電流減少量は多くなる。負荷８０１の電圧が高ければ電流減少量が多くなる。
デッドタイム期間ｂ′の長さが長ければ電流減少量は多くなる。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１８】
　駆動装置１２は、制御信号ＣｔＡと比較の対象となる三角波ＴＡ、制御信号ＣｔＢと比
較の対象となる三角波ＴＢ、制御信号ＣｔＣと比較の対象となる三角波ＴＣを生成する三
角波ＴＡ、ＴＢ、ＴＣの位相を等間隔でずらすことによって、２つの半導体スイッチング
素子がそれぞれオン状態となるタイミング、すなわちスイッチング位相がＤＣ－ＤＣ変換
回路ごとにずれる。その結果、リアクトル２００３を流れる電流リプルの位相と、リアク
トル２００４を流れる電流リプルの位相と、リアクトル２００５を流れる電流リプルの位
相とがずれることになる。これによって、電源２００１、第１のコンデンサ６、第２のコ
ンデンサ７、および負荷２００２には、位相がすれた複数の電流が入力される。互いに電
流の増減を打ち消しあうように動作する期間が発生し、結果として電流のリプルが低減し
て動作することができる。
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